
十
一
月
二
十
一
日
（
金
）
、
昭
和
四

十
年
代
か
ら
発
展
・
継
承
さ
れ
て
き

た
本
校
伝
統
の
「
野
外
実
習
」
が
一

年
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
野
外
実
習
は
、
郷
土
の
歴
史

及
び
地
理
や
自
然
に
直
接
触
れ
た
り
、

車
窓
か
ら
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

郷
土
へ
の
関
心
と
郷
土
を
愛
す
る
心

を
培
い
、
郷
土
を
語
る
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
も
の
で
す
。

七
ク
ラ
ス
が
南
回
り
コ
ー
ス
と
北

回
り
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
実
習
を
行

い
ま
し
た
。
訪
問
先
は
次
の
と
お
り
。

・
土
持
堀
深
井
戸
（
串
良
町
）

・
唐
仁
古
墳
群
（
東
串
良
町
）

・
歴
史
民
俗
資
料
館
（
肝
付
町
）

・
塚
崎
古
墳
群
及
び
大
楠
（
肝
付
町
）

・
柏
原
海
岸
（
東
串
良
町
）

・
肝
付
本
城
跡
（
肝
付
町
）

・
横
山
採
石
場
（
肝
付
町
）

・
武
家
屋
敷
跡
（
吾
平
町
）

事
前
に
何
度
も
下
見
と
研
修
を
積

ま
れ
た
先
生
方
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
説

明
に
生
徒
達
は
集
中
し
て
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

十
一
月
八
日
（
土
）
、

地
元
各
界
で
活
躍
さ
れ

る
８
名
の
方
々
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
職
業
講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。

職
業
感
を
育
成
す
る
こ
と
と
文
理
選
択
に
つ
い
て
深

く
考
え
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
年
生

を
対
象
に
し
た
企
画
で
、
業
務
内
容
や
現
在
の
職
業

に
至
る
ま
で
の
過
程
、
職
業
選
択
に
当
た
っ
て
の
心

構
え
な
ど
に
つ
い
て
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
方

木
下

大
輔

先
生
（
販
売
）

柿
野

賢
治

先
生
（
マ
ス
コ
ミ
）

室
田

志
保

先
生
（
芸
術
）

鑪

周
作

先
生
（
建
築
）

光
同
寺
菜
月

先
生
（
公
務
員
）

金
沢

公
人

先
生
（
サ
ー
ビ
ス
）

池
田

大
輔

先
生
（
医
療
）

田
原

謙
一

先
生
（
出
版
）

職
業
講
話
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~
think

globally
actlocally

~
郷
土
の
歴
史
や
自
然
の
理
解
を
礎
に

主
な
行
事
予
定

十
二
月
（
師
走
）

一
日
（
月
）
期
末
考
査
［
～
三
日
］

六
日
（
土
）
三
星
道
場
⑧

三
者
面
談
開
始
（
三
年
）

八
日
（
月
）
公
開
授
業

一
二
日
（
金
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

一
四
日
（
日
）
開
陽
高
校
ス
ク
ー
リ
ン
グ

一
七
日
（
水
）
ラ
グ
ビ
ー
地
区
大
会
会
場

二
〇
日
（
土
）
三
星
道
場
⑨

二
四
日
（
水
）
終
業
式

朝
課
外
終
了

二
五
日
（
木
）
冬
季
課
外
［
～
二
六
日
］

二
七
日
（
土
）
北
予
備
マ
ー
ク
（
三
年
）

［
～
二
八
日
］

三
年
特
別
学
習
会

［
～
一
月
五
日
］

一
月
（
睦
月
）

六
日
（
火
）
マ
ー
ク
演
習
（
三
年
）

[

～
七
日]

八
日
（
木
）
始
業
式

セ
ン
タ
ー
試
験
激
励
会

実
力
考
査
（
一
・
二
年
）

[

～
九
日]

※

都
合
に
よ
り
変
更
・
追
加
の
場
合
あ
り
。

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

肝
付
本
城
跡

塚
崎
の
大
楠

柏
原
海
岸

横
山
採
石
場

こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、
鹿
屋
高
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
連
絡
メ
ッ
セ

ー
ジ
も
流
し
て
い
ま
す
。
御
覧
く
だ
さ
い
。
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十
一
月
十
八
日
（
火
）

か
ら
二
十
一
日
（
金
）

の
三
泊
四
日
の
日
程
で

修
学
旅
行
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

各
航
空
会
社
の
大
阪

行
き
機
材
小
型
化
の
影

響
も
あ
り
、
今
年
は
新

幹
線
で
移
動
す
る
行
程

と
な
り
ま
し
た
。

一
日
目
の
嵐
山
の
散

策
と
二
日
目
の
京
都
市

内
班
別
研
修
で
京
都
を

満
喫
し
た
後
、
三
日
目

は
ま
ず
奈
良
公
園
へ
。

東
大
寺
か
ら
春
日
大
社

を
巡
り
、
一
路
大
阪
へ
。

Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
時
の
経
つ
の

を
忘
れ
、
た
く
さ
ん
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん

だ
後
は
神
戸
港
へ
。
今

年
初
の
企
画
と
な
る
瀬

戸
内
海
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
。
夜
景
を
眺
め
な
が

ら
の
食
事
と
サ
プ
ラ
イ

ズ
演
出
。
舌
鼓
を
打
っ

た
後
、
甲
板
や
客
室
内

で
思
い
思
い
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
す
し
ま
し

た
。最

終
日
は
神
戸
大
学

統
合
研
究
拠
点
で
の
講
義
と
３
Ｄ
世
界
で

の
可
視
化
最
先
端
技
術
に
触
れ
、
新
神
戸

駅
へ
。
２
分
間
で
約
三
百
名
が
新
幹
線
に

乗
り
込
む
と
先
生
方
も
安
堵
。
高
校
到
着

時
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
全
行
程

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
楽
し
く
思
い
出
深
い

修
学
旅
行
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

～ think globally act locally ～
古都を尋ねて ２学年修学旅行

十
一
月
九
日
（
日
）
鹿
屋
市
役
所
に
て
、
鹿
屋
市

内
の
６
高
校
の
代
表
が
参
加
し
、
「
本
気
で
語
ろ
う

会
」
～
学
生
と
か
の
や
の
未
来
を
語
ろ
う
会
～

が

開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら
は
生
徒
会
長
の
新
名
主
優
子

さ
ん
（
二
年

花
岡
中
出
身
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

鹿
屋
市
の
将
来

を
担
う
各
高
校
を

代
表
す
る
生
徒
の

み
な
さ
ん
も
、
最

初
は
固
か
っ
た
も

の
の
、
少
し
ず
つ

緊
張
も
解
け
、
市

長
と
い
ろ
い
ろ
と

語
り
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

市
長
と
語
る
会
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↑京都での夕食

↓明石大橋を眺めな

がら食事。

↑船内でのサプライズ

誕生日おめでとう

↓神戸大学での講義

↑今年は新幹線利用

↓一番の楽しみ！

今年もやっぱり・・・

↑ 紅葉がきれいでした

大仏殿の名所。見事成功 ↓

編
集
後
記

修
学
旅
行
の
二
日
目
は
京
都
自
主
研
修
。
生
徒

達
を
見
送
っ
た
後
、
先
生
方
も
途
中
指
導
を
兼
ね

て
銘
銘
の
コ
ー
ス
へ
出
発
。
ま
ず
は
三
年
生
の
合

格
祈
願
に
北
野
天
満
宮
へ
。
そ
こ
で
一
枚
の
葉
っ

ぱ
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
タ
ラ
ヨ
ウ
」
と

い
う
木
の
葉
（
左
写
真
）
で
、
葉
書
の
語
源
と
な

る
も
の
。
紙
が
貴
重
な
時
代
に
は
メ
モ
用
紙
代
わ

り
に
使
わ
れ
て
、
書
き
留
め
た
も
の
を
整
理
し
て

紙
に
清
書
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
実
際
に
切
手
を

貼
っ
て
出
し
て
い
た
頃
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

↑ 裏側

↓ 表側

十
一
月
二
十
日
（
木
）
、
三
年
生
の
学
年
Ｐ

Ｔ
Ａ
及
び
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
大
学
入
試
の
最
新
動
向
や
状
況
分
析

と
受
験
校
決
定
の
た
め
の
三
者
面
談
の
話
題
が

メ
イ
ン
で
、
学
年
・
学
級
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
、

受
験
生
と
し
て
の
生
徒
と
の
関
わ
り
方
を
保
護

者
の
方
々
と
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
開
催

↑ 学年主任が現状報告↑ 学級ＰＴＡでの１コマ


